
会場参加者
（定員100名）

会場：ホテル春日居
　　 コンベンションホール　セレス
山梨県笛吹市春日居町小松855　TEL:0553-20-2000

お申込み方法：11月20日（月）までに、裏面の参加申込書をFAXでお申し込みください。

山梨会場

＜ お問い合わせ・お申し込み先 ＞＜ お問い合わせ・お申し込み先 ＞
公益財団法人 全国生活衛生営業指導センター
　〒105-0004 東京都港区新橋 6-8-2
　　　　　　　全国生衛会館 2階 電話：03-5777-0341 ＦＡＸ：03-5777-0342

公益財団法人 山梨県生活衛生営業指導センター
　〒400-0863 山梨県甲府市南口町 4-8
　　　　　　　山梨県理容会館 2階 電話：055-232-1071 ＦＡＸ：055-233-3818

生衛業経営セミナー
「生活衛生業及び生活衛生同業組合の再興に向けて」
～経営者の判断で決まる生衛業の未来　IT活用事例から学ぶ～

生衛業経営セミナー
「生活衛生業及び生活衛生同業組合の再興に向けて」
～経営者の判断で決まる生衛業の未来　IT活用事例から学ぶ～
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2023年11月27日（月）2023年11月27日（月）
受付 12：00～13：00～15：15 

14：15〜15：15 生活衛生業及び生活衛生同業組合の再興に向けて
（公財）全国生活衛生営業指導センター

　専務理事　伊東 明彦 氏

13：00〜13：10 開会挨拶	 （公財）全国生活衛生営業指導センター
	 （公財）山梨県生活衛生営業指導センター

アップコンパス合同会社　代表
IT経営マガジン「COMPASS」編集長　石原 由美子 氏

13：10〜14：10 人口減に挑み、デジタル化でチャンスをつかむ
―経営者の判断で決まる生衛業の未来　IT活用事例から学ぶ―

プログラム



（お申込み方法）

講師のご紹介

　伊
い と う

東 明
あきひこ

彦 氏（公財）全国生活衛生営業指導センター　専務理事

PROFILE
北海道出身。小樽、東京で検疫所に勤務し、厚生労働本省において健康局生活衛生課総括補佐をはじめ人事課総括補佐、人事調査官を務めた後、大臣官
房参事官をもって退官。平成28年7月から(公財)全国生活衛生営業指導センター事務局長を務め、平成30年6月から現職。

IT 経営マガジン「COMPASS」編集長　石
いしはら

原 由
ゆ み こ

美子 氏

アップコンパス合同会社　代表

PROFILE
2004年より同職。中小企業における等身大のIT活用をわかりやすく伝えるため、全国の中小企業や支援組織を取材して情報発信。2017年からの経済産
業省のIT活用補助金においては、活用推進へ委員としても活動。2019年、2020年には、サービス産業20社のIT活用をヒヤリングした。

インバウンド需要が復活し、地域には賑わいが戻ってきました。
しかし、「人手が足りず困っている」「地域の方が顧客なので、売上の伸びが鈍化している」などの実感はない
でしょうか。人口減に直面する日本では、限られた人材を最大限に活かす手腕が問われ、経営において、ITは
必須のものとなりました。
「ITは難しい」との印象があるかもしれませんが、進化を続け、使いやすく、価格も安価になってきています。
普段感じている困りごとを、他社はどのように乗り越えているのか。生衛業の事例をもとに、皆様の次の一歩
を考えます。

生衛業経営セミナー(山梨会場)参加申込書
(公財 )全国生活衛生営業指導センター	 FAX：03-5777-0342
( 公財 )山梨県生活衛生営業指導センター	 FAX：055-233-3818

（ふりがな）
参加者氏名

貴　社　名
（商号・屋号）

所　在　地

ＴＥＬ ＦＡＸ

メールアドレス

営業されている
業種等に○をつ
けてください。

１ 理容 ２ 美容業 ３ クリーニング ４ 旅館ホテル ５ 鮨商

６ 食肉 ７ 公衆浴場業 ８ 興行 ９ 社交飲食業

10 その他（　　　　　　　）

※申込書に記入いただいた事項は、経営セミナーの目的のみに使用します

14：15～15：15

13：10～14：10

新型コロナの感染が減少したものの、生活衛生業は物価、エネルギー価格の高騰や従業員不足等によっ
て依然としてコロナ禍前に戻れていない事業者も多い状況です。
そこで、生活衛生業の再興に向けた施策や、改めて生衛組合の役割等を皆さんと考えます。

生活衛生業及び生活衛生同業組合の再興に向けて

人口減に挑み、デジタル化でチャンスをつかむ
　　　―経営者の判断で決まる生衛業の未来　IT 活用事例から学ぶ―


